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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

個人所有シェンプ・ヒルト式ベントウスａ型ＪＡ２３６１（滑空機）は、昭和６３年９ 

月１７日、第６回日本滑空選手権大会の速度競技に参加し、飛行機えい航により滝川 

滑空場を出発したが、途中高度が低下してきたため１４時２５分ごろ、滝川市江別乙 

町の牧草地に不時着の際樹木に衝突し、大破した。

同機には、機長のみが搭乗していたが、重傷を負った。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和６３年９月１７日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

昭和６３年９月１８日～１９日 現場調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

第６回日本滑空選手権大会が、昭和６３年９月１０日から９月１９日にかけ、北海道 

滝川市中島町地先石狩川河川敷の滝川滑空場（以下「滑空場」という。）を基地にして行 

われた。

９月１７日ＪＡ２３６１は、ほかの７機とともに滑空場－（２７．２キロメートル） 

－納内橋－（３２．９キロメートル）－幌加内－（７０．２キロメートル）－奈井江－（１ 

４．２キロメートル）－滑空場の間の合計距離１４４．５キロメートルを飛行する１５ 

メートル級の速度競技に参加した（付図参照）。

同機は、１３時５３分ごろ機長のみが搭乗し、飛行機えい航により滑走路０３から 

発航し、１４時０１分ごろ滑空場の東側約５キロメートルにおいて規定の高度６００ 

メートルでえい航から離脱した。

その後事故に至るまでの経過は、機長によれば次のとおりであった。

同機は、えい航から離脱後滝川市街地上空に飛行し、同上空で弱い上昇気流に 

乗りながら旋回飛行を行い６００メートルを若干超える高度に達した後、滑空場 

上空のゲート（競技開始地点）を１４時１０分ごろ通過し、最初の目的地点であ 

る納内橋上空へ向けて飛行した。

同機は、出発直後、滑空場と納内橋を結ぶコースの東の山側に変針し、山ろく 

付近の上空で上昇気流を求めて旋回飛行を行ったが、上昇気流をつかむことがで 

きず、高度が徐々に低下しだしたため、平地が多い北の方へ向かい、上昇気流を 

求めると同時に不時着を考慮しながら、同市江別乙町付近上空を飛行した。この 

際機長は、不時着場を同町の牧草地に選定した（写真参照）。

上昇気流が衰退してきたようで、機長はその後の飛行においても、上昇気流を 

つかむことができず、高度が低下してきたので、不時着場の上空対地高度１００ 

～１３０メートルで最終的に不時着を決心した。

なお、出発に際し、積載していた水バラスト約６０リットルは、不時着前には 

放出していたが、いつ放出したのか記憶にない。



同機は、不時着場の周囲を右旋回で一周して地面の状況等を確認するとともに 

フラップをＬ（下げ角最大）の位置にして、不時着場の東南東側から速度約９０ 

キロメートル／時で着陸進入を開始し、不時着場の手前約１５０メートル付近で 

エア・ブレーキを全開としたが沈下が通常より少ないと思った。

同機が、不時着場の境界を通過したときの高度については定かでないが、不時 

着場内に接地できずにほぼ直進して西北西側終端の樹木に衝突した。

同機は、不時着場の西北西側の境界に一列に植えられている樹木に機首がやや 

左へ偏向した状態で右主翼先端部が衝突し、右へ振り回されて操縦席の右側が樹 

木に衝突して停止した。

事故発生地点は、滝川市江別乙町東１３丁目３，８９４番地の牧草地であり、事故 

発生時刻は１４時２５分ごろであった。

なお、同競技参加機８機のうち２機は、ゲートを出発できず滑空場に戻り、ゲート 

を出発した６機のうち３機は、主催者の示した不時着場に、事故機を含め残りの３機 

はそれ以外の場所に不時着した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

機長が重傷を負った。

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

主翼及び胴体 折損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ４８歳

事業用操縦士技能証明書 第４４７９号 昭和４７年１０月２６日

限定事項 滑空機 上級滑空機 昭和４７年１０月２６日



滑空機 動力滑空機 昭和４８年６月８日

定期運送用操縦士技能証明書 第１９３６号 昭和４９年４月３日

限定事項 飛行機 陸上単発機 昭和４３年９月１９日

飛行機 陸上多発機

日本航空機製造式ＹＳ－１１型 昭和４４年８月６日

ボーイング式７２７型 昭和４６年１月２６日

ダグラス式ＤＣ－９型 昭和５９年９月１４日

第一種航空身体検査証明書 第１３６１１６６０号

有効期限 平成元年２月１日

総飛行時間 約１３，２４４時間（うち滑空機約１，５６０時間）

同型式機による飛行時間 １７０時間

最近３０日間の飛行時間 ６５時間３７分（うち滑空機１６時間５７分）

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 シェンプ・ヒルト式ベントウスａ型

製造番号 ２７６

製造年月日 昭和６０年１２月４日

耐空証明書 第６２－１２－１５号

有効期限 昭和６３年１１月２２日

総飛行時間 １１８時間３１分

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は３２８キログラム、重心位置は３０６ミリメートルと推 

算され、いずれも許容範囲（最大離陸重量５２５キログラム、重心範囲２００～３４ 

０ミリメートル）内にあったものと認められる。

２．７　気象に関する情報

事故現場から南南西約９キロメートルに位置する滝川地区広域消防組合の気象観測 

値は、次のとおりであった。

１４時００分 天気 晴れ、気温２４度Ｃ、風向北、風速２メートル／秒 湿度 

５１パーセント



１５時００分 天気 晴れ、気温２４．５度Ｃ、風向北、風速３メートル／秒 

湿度５０パーセント

２．８　人の生存、死亡又は負傷に関係ある捜索、救難及び避難等に関する情報

事故の発生の通報は、１４時３０分事故発生現場付近の住民から１１９番通報によ 

って行われ、救急車が１４時４６分事故現場に到着し、機長は応急処置を受けた後、 

１５時０３分病院に収容された。

２．９　その他必要な事項

2.9.1　日本滑空選手権の主催者である社団法人日本滑空協会は、現地調査のうえ３

９箇所の不時着場を競技参加者に示していた（付図参照）。

事故現場に近い不時着場は、次のとおりである。

江別乙 事故現場の西約６キロメートル ３００メートル×５０メートル 

石狩川左岸一帯牧草地（標高３０メートル）

蛸の首 事故現場の西南西約７．５キロメートル ５００メートル×５０メート 

ル 石狩川左岸一帯牧草地（標高２５メートル）

2.9.2　機長が不時着場として選定した牧草地（標高９０メートル）は、東南東から西 

北西にかけて約１８０メートル、北北東側から南南西側にかけて約１１０メートル 

の矩形で、同機が進入した東南東端側は道路に接しており、同道路の東南東側には 

高さ約１０メートルの電柱と林がある。他方、西北西側端には高さ約１０メートル 

の樹木が一列に数十本植えられていた。

また、同牧草地は、東南東から西北西にかけて中央部が高く両端に向けて緩やか 

な下りこう配となっている（写真参照）。

2.9.3　ドイツ連邦共和国航空当局の承認している同機の製造者が発行しているフラ 

イト・マニュアルによれば、同機の最良滑空比は４３．５で、主翼後縁にあるエア・ 

ブレーキは、スポイラとフラップの組み合わせからなり、脚下げ、フラップＬの形 

態でエア・ブレーキを最大に使用したときの滑空比は約５．４である。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.2　ＪＡ２３６１は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が実施されて 

いた。

3.1.3　調査の結果から、事故発生まで同機には異常はなかったものと推定される。

3.1.4　主催者が示していた不時着場の長さは３００メートルないし５００メートル 

であるが、機長の選定した不時着場は、長さ約１８０メートルであって前記に比べ 

著しく短いうえ、境界線に高い樹木があることから、十分なものでなかったと推定 

される。

3.1.5　機長が、狭あいな牧草地に不時着した際、同機は不時着場内に接地できずに 

終端の樹木に衝突し、大破したものと推定される。

４　原因

本事故は、機長が不時着場の選定を誤り、狭あいな牧草地に不時着したことによる 

ものと推定される。



付図予定飛行経路等



写真


